
















































































































































































































































































































































































































































































































0円 1．7％ 500～700万円未満 19．2％
100万円未満 0．5％ 700～1000万円未満11．2％
100～300万円未満 5．7％ 1000万円以上 9．7％
300～500万円未満 24．9％ 不　明　　　　　　　1 27．0％　　　　［
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（C）夫の学歴
　妻の高学歴傾向に符号して、妻の平均年齢41歳の夫にして、短大・大学・大学院
卒業者が約60％を占めるという高学歴である。ちなみに昭和62年の男子でも短大・
大学進学率は37．1％であり、昭和35年のそれは14．9％となっている。
高小
?w
V％
高校
Q6％ ??
／（短大・専門学校）　　（大学院）＼
@　大学（旧制高校含）48％
??不明P0％
⑥調査対象者の離婚を考える程度とその原因
（A）離婚を考える程度（複数回答）
　別居中の人が35％と多く、また、家裁で調停中の人も1割を越える。かなり事態
が切迫した状況で参加している人が多いことがわかる。
1．離婚を考えたことはない　　　1．3％
2．　とてもできるとは思えないが、
　　考えたことがある　　　　　　7．8％
3．本気で考え迷っている　　　48．3％
4．配偶者から離婚を言い出された
　　が、同意できない　　　　　11．1％
（B）離婚を考える原因（複数回答）
5
6
??
離婚したいが配偶者が同意しない
　　　　　　　　　　　　11．7　O／o
離婚にお互い同意、条件について
話し合い中　　　　　　　13ユ％
家裁で調停中　　　　　　　　10．4％
別居中　　　　　　　　　　　35．4％
その他　　　　　　　　　　　5．2％
　価値観・人生目標の違い、夫の不貞、相性が悪い、などが多い。価値観・人生目
標は言葉で説明できる部分のずれ、相性の方はむしろ言葉にならぬもの、生理的嫌
悪といったものをも含む感情的なずれ、と言い換えることができる。
　第4位は経済だが、⑤一（B）で示唆された収入の高さや、妻が経済的に手足をも
がれた状況の存在を考え合わせると、ここに記された「経済的問題」の内実は必ず
しも不足・困窮ばかりではなく、少なからず家庭経営の協力・共同関係が崩壊して
いること自体の苦しみ（経済観念の違いを含む）の表現を含むものと考えられる。
　第6位は性的不一致で、その内容は概ね妻の側の拒絶の感情である。なお、離婚調
停の申し立て理由を参照してみると、性的不一致は「その他」に一括されるほど背
（18）
後に退いてしまう。そこには調停を有利に進めるための配慮が絡んでいると推察で
きる。
　その他、妻が働くことに対する理解のなさは、これを挙げた全例が有職の妻であ
ったことから、働くこと自体への無理解ではなく、共に働きながら夫が家事を分担
しないなど夫の非協力がその内容と思われる。さらに全体の14．4％ということは有
職者（47。2％）中の30．5％が夫の非協力的態度に不満を持って訴えているというこ
とであり、今後、こうした傾向は、男性の家庭参加が進まぬ限り、増加するのでは
なかろうか。
?????
5
????
（
（c）
価値観、人生目標が違う（51％）63．1％　8．親きょうだいとの折りあいが悪い
夫の不貞　　　　　　（34％）33．4％　　　　　　　　　　　　（24％）17．6％
相性が悪い　　　　　（12％）31．1％　　9．妻が働くことに対する理解の無さ
夫の経済力のなさ、経済観念の違い　　　　　　　　　　　　　　（12％）14．4％
　　　　　　　　　　（12％）26．1％　　10．子供をめぐっての対立　　（7％）8．8％
夫が家庭をかえりみない　　　　　　　11．夫のアル中、酒乱　　　（9％）7．1％
　　　　　　　　　　（47％）23．5％　　12．夫のギャンブル癖　　　（5％）6．9％
性的不一致　　　　　（21％）22．3％　　13．妻の不貞　　　　　　　（3％）1．1％
夫の暴力　　　　　　（19％）18．4％　　14．その他　　　　　　　（16％）13．5％
）内は1980年3月～1983年11月までのアンケート調査の結果である。
離婚の障害（複数回答）
　何といっても生活力の不安が大きい。第2位は子供に関する心配だが、これも子供
に充分な教育を受けさせてやれるか、子供と共にくらす住居を確保できるかなど、経
済の絡んだ心配が多く含まれている。
離婚を考えるとき障害となるものは？
1．住居　　　　　29．6％
2．生活力　　　　　　　　　55．8％
3．子　供　　　　　　　　　48．0％
4．老後の不安　　　　　　　　20．0％
5．一人で生きる不安　　　　　24．7％
6．なじんだ生活への未練　　　16．9％
7．配偶者への未練　　　　　　10．3％
＆　相手が離婚に同意しないこと20．7％
9．親兄弟の反対　　　　　　　6．0％
10．世間体　　　　　　　　　　14．0％
11．その他　　　　　　　　　　4．2％
（19）

その思い込みを取り払ってくれたのは、現実にすくすく育ってくれている子供の姿でした。
家庭というのは、単親家庭だったり、血のつながりのない者同士が集まった家庭などいろ
いろな形であってもいい、今はそんな風に考えています。世の中全般の常識、思い込みか
ら離れて物事を見る。離婚を経験しなかったら、あまり考えもしなかったことです。その
一般の人々の思い込みの中で、一番いやなのが、母子家庭イコールあわれな母と子のイメー
ジ。経済的に弱い立場であることは認めますが。
　ここまで離婚してからの自分について考えたままに書いてきましたが、次に今、一番関
心のある事項について、具体的に書くことにします。
（1）結婚
　離婚したので、結婚には否定的になるかというと、かえって、わたしの場合、結婚につ
いて考えるようになりました。といっても法律上の再婚願望は全くありません。結婚して
どうして女性は男性の苗字に変わらなければいけないのかという疑問、互いに独立した関
係を望むなら妻も経済力を持ち、別居結婚がいい、もっとつきつめて、紙きれ1枚になぜ、
こだわるのだろう。結婚するのが当り前とすんなり専業主婦になったわたしが、ずい分と
変わったものです。現実としてはパートナーは欲しい、互いに独立して住み、通い婚の形
で、といってもこれは理想論で実現不可能なことかもしれませんが。
（2）仕事
　現在は、再就職後、2度目の職場です。再就職の為に職業訓練校を受けて落とされ、その
時に職安でうけたひどい言葉に非常に腹がたちハンド・イン・ハンドの会報に投書したこ
ともありました。幸い、やむなく通った専門学校での1年の勉強が役に立ち、今の仕事につ
ながっていますが、80万を越える学費は痛かったですね。いろいろな立場の女性の再就職
の為に、現在の職業訓練校をより充実したものに、特に中年以降の女性の為に、コースを
設けて欲しいものです。最近、わたしの住む町に横浜女性フォーラムというすばらしい施
設ができました。その事業の1つに講座ルトラヴァイエ（再就職講座）というのがあります。
25日間のコースで紹介文から言葉を借りると「自分自身を確かめ整理し……」というよう
なことから始めるそうですが、実際にすぐ経理とかやみくもに職種を選んでしまう前に、じ
っくり自分をみつめてから仕事探しにはいる。目先にとらわれず、長く勤めていくのなら
ば、こんな姿勢を見習いたいと思いました。
（3）わたしと子供
　「子供は神様からお預かりして育てている」。子供は母親の自由になる存在と思い込まな
いようにと戒めにしている言葉です。母親がまず、子供だけを生きがいにして生きるので
なく、自分の生き方を大切にする。母親が心身共に充実していれば、子供への接し方もゆ
とりのあるものになると思うのですが、おじいちゃん、おばあちゃんとも一緒に住んでい
るとはいえ、母と子が1対1で至近距離にいるので、最初の戒めを忘れずに子育てをしてい
かなくては。
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（4）子供と父親
　わたしの職場は小さな貿易商社ですので、ある日、アメリカからお忌寸がオフィスにや
ってきました。たまたま、お互い離婚している話になり、夏休みやクリスマスには子供達
がやってくると子供思いのニコニコしたお父さんの顔になりました。さて、わたしの方は
子供は全然父親に会っていないと話したところ「WHY？」と不思議そうに聞かれてしまい
ました。「日本の男性は子供に責任感がない」とか、わたしの英語力では、思いあたる理由
をすべて説明できなかっkのですが、わたし達夫婦を例にとれば、子供の為には最悪の別
れ方で、今は、養育費が毎月、振込まれてくるだけで、父親とは、全く音信不通です。7歳
になった子供は赤ん坊の時にわたし達が別れたので父親の顔を知らず、この頃はよく「会
ってみたいな一」と、言っています。両親の責任のとり方がアメリカとは全然違うのでし
ょう。子供のことを真剣に考える両親であったなら子供といつでも会えるようにしておく
のが子供への責任をとることなのにと思いながらも「大きくなったら会いに行きなさい」と
しか言えないのがつらいところです。
（5）住み家（か）
　あなたは離婚したら、住み家は実家派ですかそれとも独立派ですか？わたしはいろいろ
な事情で実家に戻りましたが、しょせん実家の主婦はわが母であり、自分色の生活ができ
ず、ずい分とストレスの種になりました。一時、「んも一こんなうちは出るわよ一！」とい
うのが頭にくると口ぐせだった時期があります。家族には、申し訳なかったと今は反省し
ています。出たければ出ていけばよかったのですから。現実は厳しく子供の事、家事、な
により生活費が安くっくなど、お世話になったことの方が多かったと思います。が、自分
流の生活をしたければ、なによりも自由のある独立派になりたい。わたしの生きていく上で
のこだわりとして、独立して家を構えない限り、わたしの生活基盤ができたことにならない
というのがあり、結局、今は親の現在の敷地に小さな一戸建を建てさせてもらうということ
で、計画の具体化に向けて小さな一歩を踏みだしたところです。話しはもどりますが、実
家派・独立派と迷わず生きていけるよう安い公共住宅をどんどん増やしてほしい。残業して
も子供を安心して預けられる保育園やベビーシッターの充実等、子持ちの（離婚）女性が独立
して生きる為には社会のいろいろな面で不備なことが多い、と住み家の問題は複雑です。
（6）これからのこと、そして老後
　子供は大きくなれば自立していくのですから、自分の生き方を今からしっかり見つけて
1人制なった時の準備を30代の今からしておく、その為にはネットワークを広げ、仲間を
作り、できたらライフワークをひとつと理想は高くかかげています。老後は、子供にみて
もらうつもりはないので、今の老人ホームより一歩進めて、老人の共同住宅などができて
いれば、はいりたい。健康を第一に体をきたえていく。歩きんぐ・ハイキング・卓球・階
段を歩くなどは今、やっていることですが。
　バラ色ばかりではないでしょうが、どんな人生がこれから待ち受けているのでしょうか。
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　その一言が私の心に張っていた最後の糸を切りました。子供の学校もあり、又、相手の
実家がごく近くにあったこともあって、当分、そちらに行って欲しいと言ったところ、相
手は多分数日間、嵐をさけるつもりで同意して家を出ました。
　しかし、その直後、実家に電話して「もうだめ」と初めて口にした時、既に私の気持ち
は、今まで考えたこともなかった離婚に固まっていました。
　天と地がひっくりかえった程の変化です。相手にも意外で信じられなかったのでしょう。
正式に届を出すまでには、それから2年の時間がかかりました。
　それは、長く辛い時間でした。しばしばストレスに押しつぶされそうな時もありました
が、今となっては、それは、必要な時間だったと思います。
　2年間の生活は、数年前に給与を全部使い込んでしまった時以来、私が預かっていた給与
振込通帳とカードは、相手に渡さず、話し合って決めた生活費を引いた残りを相手の父親
の通帳に振り込むこととし、不足分は、実家の援助を受けて支えました。
　子供も幼く、話もいっ、どう動くかわからないので、就職はせずに、簿記学校に通い1級
を取得しました。
　その間、2人で何度話し合うても、全く平行線でした。相手は、私が気まぐれを引っ込め
さえずれば、すべてが解決するというのです。私の10年に渡る思いも、自分自身の不実な
行為も、全く頭にない言葉でした。
　しかし、仲人さんのお宅でも、家裁でも、相手は殆ど一方的に非難されました（家裁は
結局、不調で別居調停に落ち着いたのですが、中々離婚を望む側には味方してくれないと
言われる調停委員の方が「もう少し頑張りなさい。きっと、あなたの望み通りになります
よ」と、声をかけて下さったことは、強い励みになりました）
　2年間という、私にとって長い長い時間は、子供達の心の問題にとっては、なによりも必
要不可決なものであったと思います。
　離婚を決意するにあたって、私は子供達に「あなたたちがいたから、我慢してきた」「離
婚したいと思うけど、君はどう思う」の二つは、絶対口にしないと心に決めていました。子
供にとって、迷惑この上ない話だと思ったからです。私は「できない我慢をする」なんて
ことは、有り得ないと思います。我慢しているのは、我慢できるからで、「できない我慢は
できない」のです。子供のせいにするのは、卑怯なことだと考えました。まして、夫婦の
運命を子供に押し付けるなんて。私は大人であり、親なのだから、あくまで自分の責任に
おいて、決めるべきだと考えていました。私の判断に於いて離婚をするのであって、その
「判断」について将来、子供達が云々する余地を残して置きたかった。将来「あんただって、
離婚に賛成したじゃない」と子供を追い詰める母親になるよりは、「勝手に離婚して」とい
う、子供の不満をはきだせる余地のある、そして出来ればそれをドンと受け止めて吸収し
てやれる「おふくろ」でありたかったのです。
　当時、私はこのまま結婚生活を続けていけば、行き着く先は親子心中しかないと考えて
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いました。社会に出たことのない私が2人の子供を連れて飛びたつことには、大きな不安が
ありましたが、このままいけば、子供達を死なす、という思いが、とにかく生きてさえい
ければ、と、飛ぶ勇気を与えてくれました。あのままいれば、親子心中だったということ
は、今でも確信しています。私は子供達の命を救い、子供達は私の命を救ってくれたので
す。
　長男は別居当時3年生でしたが、私の父が別室に呼んで「誠に残念だが、お父さんは、人
間として恥ずかしいことをしたために、しばらく家に戻ってこない」と言ったところ、全
く動揺せずに「判っています」と答えたそうです。彼はそれ以来、私を支え続けてくれま
した。
　私の決心が動かない以上、はかない望みを持たすのはかえって酷と判断して、4年生にな
ってすぐ、「離婚を決意し、意志は変わらないこと。私には経済力がないこと。妹は幼いの
で意志は聞かずに引き取るが、君は自分の意志を主張していいこと」等を判る様に話して
やりました。その時長男は「僕には何の力もなく、何もできないけれど、お母さんの側に
いる。僕はその為に生まれて来たんだから」と言ってくれました。私はこの言葉を一生忘
れません。将来、彼が私から巣立って、私を忘れても、いえ、相手が私に言ったように（「あ
いつは、いずれ金属バットでお前をなぐり殺すような奴だ」と言ったのです。実の父親が）
殺されたって、彼はあの時の私にあの言葉をくれたことで、一生分の親孝行をしてくれた、
と思っています。
　前述の言葉でも判る通り、遊び人タイプの相手には、学究タイプの長男が気に要らなか
ったらしく、しばしば親とは思えない態度にでました。長男は幼稚園に入る頃から、私の
膝に乗ると、「俺の女に何をする」という言葉と共に投げ飛ばされていました。学齢にも満
たない子相手に絶対負けてやらないプロレスやふとんむしに姿を借りたいじめ。「俺は学生
時代お僻みたいなタイプが大嫌いだった」というような、言葉によるいじめにさらされ続
けて、長男には、なめる、かむといった異常行動がでていました。
　それも、別居以来、半年程の幼児がえりの後、すっかり正常になりました。
　目前で歪められていく長男を見ながら、何も見えず流れるままに過ごしていた当時を思
う時、私はどれほど詫びても済まない気持ちで一杯になります。．
　下の子も、4歳の時から今日に至る迄、一度も父親のことを口にしませんb物心ついた頃
から父親が遊び歩いて不在の家庭に慣れていたのか、子供心に思う処あってのことなのか
は判りません。ただ、一度、母が「3人で寂しいか」と尋ねた時「うん」と答えた後で「で
も、お母さんが泣かなくなったから嬉しい」と言ったそうです。子供の前では喧嘩をしな
い、上の子の前では泣かない、と決めて頑張ってきましたが、まだまだ赤ん坊と思って、昼
間、娘の前で情ない思いに耐え兼ねて涙をこぼした事が何度かありました。あんなに幼い
心にも、母の涙は辛く映っていたのかと、改めて驚かされたものです。
　改姓のことも、2年の間にゆっくりと時間を掛けて話しました。私は一人っ子の為、旧姓
（25）
に戻る決心をしていること、社会生活上も、又、私の希望としても、親子同姓が望ましい
が、別姓を選ぶことも可能なこと。一旦、改姓しても、大人になれば自分の意志で再選択
できることを話し、決断を委ねました。実際、長男は離婚よりも、このことに大きく動揺
したようでしたが、最終的に改姓を選んでくれました。
　別居も2年目過ぎて、相手の両親の方も決着を望むようになり、突然、もつれた糸が解け
るように離婚話の決着が付きました。離婚にあたっては、慰謝料、養育費の取り決めは公
正証書に作成しました（ちなみに、私に払われる慰謝料は、6年割賦で月々3千円です）。同
時に、転居をしたのですが、その為に改姓後の生活も想像以上にスムーズにいき、良かっ
たと思、っています。
　転居先の近くで資格を活かせる職も見つかりました。募集の年齢上限より5歳も年上だ
ったのですが、話を聞くっもりで訪ね、離婚のことは隠さず、明るく話すように心掛け、幸
運にも、1回の求職活動で正式採用になりました。
　子供達も本当に明るく、子供らしくなりました。以前は2人共とてもr良い子」でした。
心に大きな屈託を抱えている母親のr嘘の明るさ」に対して「嘘の良い子」で応えていた
のだと、つくづく思います。今はすねてみたり、憎まれ口をきいてみたりの普通の子です。
私自身に影の部分のないことが、子供達を素直にさせている、と感じ、本当に嬉しく思っ
ています。
　経済的には決して楽とは言えませんが、一見普通に暮らしていても、見えないところで
マイナスがどんどん増えている不安一杯の昔と比べて、今あるだけで切り盛りすればいい
今は天国で、思いつきりケチを楽しんでいます。
　現在の悩みはたった一つ、面接交渉権のことです。別居当初は私と相手とで日時を決め
私が子供達を連れて行きました。しかし、子供達が非常にぎごちなく（父親に近付こうと
さえしないのです）それは、私が側に居てしらけているからだと非難された為、子供達だ
けを約束の場所に送るように変えました。
　大入の側で日時を決めていたのは、「いく？」などと改めて聞くと、私の気持ちを計って、
本当は逢いたいのに、本心とは違う返事をしてはかわいそうだと考えたからです。
　しかし、一度、相手が指定してきた日時が長男の予定とぶつかり、どうするかを尋ねた
ところ「断ってくれ」と言い、さらに「今後は僕に尋ねなくていいから一切断ってくれ。顔
も見たくないんだ」と宣言されました。私にしても意外だったくらいですから、まして相
手は私が妨害しているとしか取りまぜんでした。
　相手からはしつように要求が繰り返され、その内の何回かは、長女の保護者として付い
て行ってやってくれ、という形で長男を説得して送り出しましたが、今、私は面接権とは
誰に属する誰の為の物なのか、という疑問に答えが得られず悩んでいます。
　「親」が子供に逢う権利（子供の意志に関わりなく）なのか、r子供」が親に逢う権利な
のか……。
（26）



と題して、昨年も一段と離婚が増え、特に子供のいる夫婦に増えている。だから離婚によ
る子持ちの家庭崩壊が目立ってきていると結んでいました。
　とんでもない話です。逆に離婚することによって、どれだけの家庭崩壊がおさまってい
るか。
　なぜ離婚するのですか？夫が給料を入れないので、お金のことでもめる。女性問題でも
める。暴力を振るわれる…エトセトラ。
　子供は夫婦の不仲をどんなにつらい思いで耐えていることでしょう。それらの問題の大
半は離婚によって解決されています。母子家庭は経済的に苦しい事は事実ですが、また家
庭崩壊から脱出できることも事実です。離婚せざるを得なかった者の気持ちや、子供の気
持ちも全然知らないで、いや考えないで離婚イコール家庭崩壊なんて簡単に言うべきでは
ないと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　34号（1984・2・1）より。
⑨無神経なコメントに怒り！　東京都T・K（46才）
　NHKのドラマの予告編で、今朝「この頃離婚が流行していますが“戯れに離婚はすまじ”
つまり、このドラマはそういう人達に注意しているのです」とか何とか、アナウンサーの
声！子供達もそばで聞いているのです。とんでもない。皆苦しみに苦しみ考えた挙句の選
択です。もうNHKの視聴料は払いたくなくなりました。　　81号（1988・1・1）より。
⑩一口に母子家庭というても離婚は別　　新潟県・S
　去る9月2日は綿毛連の母子研修会が開催されました（㊥戦争未亡人で結成された母子
福祉会、新潟県では会員6千名余）。そこで私が児窒扶養手当改正に反対する署名運動等を
お願いしたところ、強力な言葉でつっぱねられてしまいました。
　「なぜ行政が児童扶養手当を改正するかといえば、今まで過剰なほどに福祉の手を差しの
べたために離婚が増えたのである。これ以上増やさないために、また離婚に対するいまし
めのための政策である。勝手に別れて、子どもを養育できないから国から面倒をみてもら
うなんて甘い考えである」との返答で、また他の出席者からも「自分達は死別であるから、
経済的な悩み等は全くないし、また離婚家庭でも最低の生活保障はあるのだからこれ以上
のことを望み、自分達を巻添えにするのはどうか」等反論されました。
　後はもう、女にはっきものの人の悪ロ……離別母子家庭の悪口を全員で話して終りにな
りましたが、これが弱体団体、母子団体の姿なのかと思うとがっかりして、同時にもうつ
いていけないと感じました。
　戦争未亡人の方々は、戦後いくつかの母子福祉法を制定してくださり、感謝し、尊敬も
致していますが、現在も死別の方が60％以上を占める県母連の中で、離別家庭への思いや
りが持てないのは当然のことなのでしょうか。
　せめて同じ団体に属する方々にはもう少し離別家庭の辛さを理解して欲しいと願ってお
りましたが、とても望めないことであったとしみじみ感じた次第です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43号（1984・11・1）より。
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ニコニコ離婚講座の100回と、それを契機にこの「要望書」が
提出されることの意義。
弁護士・金住典子
　円より子さんと私との出会いは、10年前、「離婚します」という本を共同執筆したことが
きっかけでした。この本の編集の視点の中に、つぎに円さんが、「ニコニコ離婚講座」を生
み出す芽があったと思います。この本は、いろいろな事情から初版3000部で絶版となりま
したが、離婚に必要な法律やその他の知識を、あくまでも女性の自立を援助するという方
向でまとめた本として、当時画期的であったと思います。
　円さんは、この本の出版のあと、離婚講座の企画と、それへの弁護としての私の協力を
要請されましたが、円さんがそのとき話された、講座開設の理由に私は心から共感し賛同
いたしました。円さんは、スウェーデンなど、男女平等のすすんでいる国と比べると、男
女平等の後進国である日本では、離婚が女性にとって、驚くほど重苦しい。現実が厳しく
重いのはよくわかるけれど、離婚に必要な法律やその他の知識を正しく知ることや離婚へ
の世間の偏見や自らの囚われから解放されることができれば、もっと離婚を生き生きと元
気に乗りきることができるのではないかと思う、と講座の目的を話されました。
　私は、「女性解放」をライフワークとして取り組もうと決心して弁護士を職業として選択
していました。また、私自身の匿い立ちのなかからも、女性の自立と地位の向上がなけれ
ば、対等で愛情深い夫婦の人間関係もなく、愛情深い人間関係のなかで育てられるべき子
供の幸せもあり得ないという、「女性解放」の視点をもって仕事をつづけていましたので、
円さんが、我が国の女性を援助するためにこのようなすばらしい講座をひらいて下さるこ
とを大変ありがたく嬉しく感じました。
　円さんが考え出した、「ニコニコ離婚講座」という片ひじ張らない明るい名称は、円さん
の講座設立の趣旨から必然的に考え出されたもので、いわば、その後の10年、離婚講座の
100回の内容と歴史は、秀れて自立精神の豊かな円さんの個性とあいまって、このスタート
のときに既に決定づけられていた、といっても過言ではないと思います。
　まさに、ニコニコ離婚講座は、その初心の精神を貫いて、あくまでも一人一人の離婚に
悩む女性の自立を援助するという視点を一度たりともはずれることなくっつけられました。
　そのことは、講座参加者の数の多さと、法律面の講座とは別に毎回欠かさず行われた講
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演の講師の顔ぶれの豊かさとその内容から十分理解していただけることと思います。
　10年前は、離婚はタブー視され、離婚する女性は、まるで、「身勝手な女」か、「結婚に
失敗した不幸な女」の代名詞でしがなかったのが、今日では、人生を主体的に生きるうえ
で、離婚は一つのやり直しのための人生の選択であると考えられる時代になりました。
　このように、「離婚」にまつわるマイナスイメージを、「個人の生き方の自由」という豊
かな人権イメージに変えるにあたって、ニコニコ離婚講座の果たした歴史的役割はきわめ
て大きなものがあったのではないかと、私は感じています。
　今回、円さんが、講座参加者の声を代弁する形でまとめた、「要望書」には、各界の多く
の方々が御賛同下さいました。
　このように多くの方々の力強い御賛同を得ることのできた理由の第一は、なんといって
も、まとめられた要望事項が、実にきめ細かく、しかも、女性の自立（男性の精神的自立
の視点も含む）と子供の人権を保障するという、豊かな人権感覚に裏打ちされてまとめら
れていることにあるのではないかと私は思っております。
　実際、円さんは、毎月1回の講座を根気よく準備するばかりでなく、講座では、毎回参加
者からアンケートをとりつづけ、また多くの女性たちの相談に直接当ってきましたし、そ
の間、離婚する女性の自立と子供の人権を確立するための講演や本の執筆をつづけてこら
れましたので、そうした熱心な姿勢や努力が、この要望事項には、偽らざることとして反
映されているのだと思います。
　この「要望書」が、各界のこれだけ多くの方々の御賛同を得られたということは、10年
前は、女性の自立や、男女差別、家庭問題、まして離婚は、法律家の世界の中でも十分野
「人権」の問題として認識されていなかったことが、今日では、社会問題、人権問題として
正面から認識されはじめていることの証左でもあると思います。
　離婚講座の100回の歴史と、多くの方の御賛同を得てまとめられた「要望書」は、以上の
ように、我が国の民主主義と、個人に立脚した人権感覚の成長と深く結びついて、一つの
歴史のくぎりを示していると思いますが、今後、この「要望事項」が、具体的に施策にと
り入れられ、「制度の改善」へと大きく結びつくことができるような、しなやかなパワーを
どのようにつくり出していけるか、また制度改善に責任をもつ行政や各機関に携わる人々
が、どれほど豊かな感受性をもって、我が国の民主主義と人権の成長をこの先、共に創り
出していけるか、実に魅力に満ちて楽しみな、これからの努力目標であると思われます。
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